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現代の地方都市における未来構想
－長崎県平戸市「平戸市未来創造羅針盤」を中心に－

村 上 則 夫

Ⅰ．序 言

日本人の平均寿命は、長らく世界の中でもトップクラスに位置づけられている
が、数年前からは、「人生１００年時代」という言葉を頻繁に耳にするようになり、日
本＝長寿社会というイメージが定着している。
しかしながら、日本全体の総人口は、年々微減傾向にあり、少子化が進んでいる。

そのような状況にあって、高齢化ばかりが進んでいくという社会的傾向が好ましい
はずはない。日本の各地方都市は、急速な少子高齢化や人口流出に苦しみ、なんら
かの対策を講じなければ、確実に地方都市は衰退傾向に向かうか、あるいは、“消
滅”の危機を迎えるのを待つばかりとなる。
筆者は、過去に著した小稿で、現代は「過去の時代にみられたように、何もしな
くても人口が増大し、地域社会が量的にも質的にも拡大していくという時代にはな
い。いままさに、地域社会は自然に所与として〈あるもの〉ではなく、地域住民が
みずからの地域社会と積極的にかかわり、真正面から向き合って実際に行動し、み
ずからの手で〈創り出して〉いくことが必要となっている」とし、「誰もが、みず
からがその身体を置く地域社会の現実から目をそらすことなく、地域社会が抱えて
いる地域課題を解決しつつ、地域住民一人ひとりの〈いのち〉と〈絆〉を大切にし
た魅力的で、活き活きとした、心豊かなまちづくりを行うことが重要であり、その
必要性が高まっている」１）と指摘した。
さて、一般的に、「総合計画」とは、中長期的な展望に立って策定され、県市町

村政を総合的かつ計画的に運営するための重要な指針となるもので、県市町村にお
けるさまざまな計画の中でも、最上位に位置づけられる計画といってよい。
このたび、筆者は、長崎県平戸市の「平戸市総合計画審議会条例」（平成１８年平

戸市条例第１２号）第１条の規定により設置された「平戸市総合計画審議会」の会長
として、約１年半にわたって、２０１８年度から１０年間（～２０２７年度）にわたるまちづ
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くりの指針となる第２次の平戸市総合計画、すなわち、「平戸市未来創造羅針盤」
の策定にたずさわり、度重なる審議・検討を経て２０１８年３月に第２次平戸市総合計
画の策定を終了した。２００５年（平成１７年）の「新平戸市」誕生後、今回が２回目の
総合計画の策定となる。
そこで、小稿では、この「平戸市未来創造羅針盤」２）を中心に取り上げ、地方都
市のひとつである長崎県平戸市がどのようなまちづくりを計画し展開しようとして
いるのか、その主要な内容について簡潔に紹介する作業を通じて、地方都市の現状
とまちづくりの未来構想について考察することとしたい。

Ⅱ．地域社会の厳しい現実に向き合う

数年前から、日本では、「人生１００年時代」という言葉を頻繁に耳にするようになっ
た。日本人の平均寿命および健康寿命が延びる中で、いまや１００歳まで生きること
を前提に自分自身の人生設計を描く時代がきたということであろう。
２０１８年７月に厚生労働省が発表した「平成２９年簡易生命表」３）によると、２０１７年
における日本人の平均寿命は男性８１.０９歳となり、過去最高（前年の８０.９歳）を更新
し、一方、女性の方は８７.２６歳となり、過去最高（前年の８７.１４歳）を更新して、主
要国の中でも上位に位置している（第Ⅱ－１表および第Ⅱ－１図参照）。また、同
省は、２０１７年９月１５日時点で、１００歳以上の高齢者は全国で６万９,７８５人にのぼり、
４８年連続で過去最高を記録して、１０年前に比べてその約２倍増えたとする調査結果
を明らかにしている。
健康長寿社会の発展を目的につくられた公益財団法人・長寿科学振興財団のウェ
ブサイトでは、日本人はなぜ長生きか、その長生きの理由として、①「日本食（和
食）」という日本の独特の食文化、②医療制度の充実の二つを挙げている４）。
その他にも、日本人の長寿の理由として、その生活環境・社会環境の向上、ある
いはまた、全国的な医療体制（組織・機関）の整備や世界でも高水準の医療・看護
技術の進歩、さらには国民の健康志向への高まりなども考えられる。
確かに、この地上における人生が長いということは、多くの人間の希望であり、
喜ぶべきことであろうし、実際に長寿でありたいと切に願って、自分自身の健康管
理や健康維持・増進などにいろいろな努力を行っている国民も数多い。
とはいえ、「長寿」と「幸福」は、イコールといえるのだろうか５）。
内閣府は、２０１８年８月２４日に２０１８年度の「国民生活に関する世論調査」（調査は、

全国の１８歳以上の１０,０００人を対象に、２０１８年６月１４日～７月１日を調査期間として
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第Ⅱ－１表 平均寿命の国際比較

（出所）厚生労働省「平成２９年簡易生命表の概況」より。
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調査員による個別面接聴取で実施。有効回収数は５,９６９人/回収率５９.７％）を公表し
ているが６）、この調査によると、日頃の生活（日常生活）の中で「悩みや不安を感
じている」と回答した人の割合は、総数で６３.０％にのぼり、「悩みや不安を感じて
いない」と回答した人の割合（３６.２％）の約２倍弱にものぼっている（第Ⅱ－２図
参照）。

第Ⅱ－１図 主要国の平均寿命の年次推移

（出所）第Ⅱ－１表に同じ。
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また、回答者のうち、「悩みや不安を感じている」とする回答者の内容の項目（複
数回答）では、「老後の生活設計について」が最も多く（５５.４％）、次いで、「自分
の健康について」、「家族の健康について」、「今後の収入や資産の見通しについて」
および「現在の収入や資産について」の順となっており、この上位５項目は、いず
れの項目も前年度よりその割合が増えている（第Ⅱ－３図参照）。

周知のように、日本では３Ｋ職場という言葉があり、労働環境・作業内容が「き
つい（Kitsui）」、「汚い（Kitanai）」および「危険（Kiken）」を３Ｋと称しているが、
これらに同じく模して、「金（Kane）の不安」、「健康（Kenkou）の不安」および「孤
独・孤立（Kodoku, Koritsu）の不安」を現代に暮らす高齢者の３Ｋと称しても、あ
ながち大きな誤りではないような状況が生じている。
しかしながら、どのような時代にあっても、１人ひとりの人間の重要な生活拠点
である地域社会の形成（構築）、すなわち、“まちづくり” のあり方や方向性におい
て、絶えず「人が人として人らしく生きる」ために７）、いま何が必要であり何が必
要でないのか、あるいはまた、どのように物事を進め、何をやめるべきなのか、と
いうことについて、コミュニティ全体としても、また一人ひとりの個人としても真
剣に考える必要があろう。
私たちの現実の生活が厳しく、“人が生きにくい社会” であればあるほど、では、
人間は「どう生きるべきか」、「どのような人生をおくるべきか」、そしてさらに、「ど

第Ⅱ－２図 日常生活での悩みや不安（時系列）

（出所）内閣府「国民生活に関する世論調査（２０１８年度）」より。
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のように死ぬべきなのか」について思考することは８）、人間の人生にとってきわめ
て重要であり、現代の地域社会に生きるすべての人間の切実な課題の一つであると
思えるのである。
さて、地域社会というコミュニティ全体の視点に目を移してみると、現代の地域
社会は、さまざまな地域課題を抱えている。
よく指摘されているように、少子高齢化をはじめ、価値観や生活スタイルの多様
化、核家族化、地方圏から大都市圏への人口移動などによる地域の過疎化、地域に
おける都市的な生活様式の浸透と都市化の進行によってもたらされる環境破壊や汚
染がもたらす生活問題などによって、従来のコミュニティの弱体化、解体化が進み、
お互いの連帯感が低下して助け合いの精神が希薄化するといった問題が続いてい
る。加えて、住民の価値観や生活スタイルの多様化などから地域の自治会や町内会
などの自治組織への加入率が低下し、結果として防災や防犯面が手薄となって住民
の日常生活が危険にさらされたり、地域による子育て家族への支援が難しくなると
いった問題なども起きている。
数年前に発生した阪神・淡路大震災や東日本大震災、さらに熊本地震（２０１６年４

第Ⅱ－３図 悩みや不安の内容（複数回答）

（出所）第Ⅱ－２図に同じ。
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月）は、過去の幾つかの戦争は例外としても、平和といえる我が国の社会に、そし
て経済にこれまで経験したことのない深刻なインパクトを与えている。
現実に起きた大きな震災では、多くの家屋が倒壊し、ライフラインは止まり道路
も寸断されて、数万人単位で避難生活を余儀なくされている。住民の日常生活が突
然破壊されたことから、長い間に築きあげられてきた住民一人ひとりの生活の場で
ある地域コミュニティが一瞬で分断、ないしは寸断され、人と人との〈絆〉を失っ
て孤立し、ただ生きることさえ困難を感じた経験をもつ住民は多いだろう。その結
果、深い孤立感や孤独感も増して、住民一人ひとりの〈いのち〉の危機が生じると
ともに、人間としての〈生きる力〉が減退したり、幸福感を喪失するといった事態
も招いているのである９）。
しかし、日本においては、それぞれの地域社会を重要な生活の拠点とする生活状
況が厳しいなかにあって、いろいろな地域課題を解決しつつまちづくりを進めよう
とする人間の努力が行われている。
そこで、以下では、地方都市のひとつである長崎県平戸市がどのようなまちづく
りを計画し展開しようとしているのか、その主要な内容について簡潔に紹介する作
業を通じて、地方都市の現状を捉え、近未来のまちづくりのあり方について考察す
ることとしたい。

Ⅲ．長崎県平戸市の現状と未来構想

１．地方都市としての平戸市の構図―市の姿―
長崎県平戸市は、九州の西、長崎県の北西端に位置し、平戸島、生月島、大島、
度島（たくしま）、高島の有人島および九州本土北西部の沿岸部に位置する田平と
周辺の多数の島々で構成されている。平戸島は、佐世保市から北西約２５㎞、長崎市
から北北西約８０㎞の距離にあり、平戸大橋により田平（本土）と、生月島は生月大
橋により平戸島と結ばれている。大島、度島、高島は離島であり、唯一の交通手段
は船舶である。
平戸市の面積は２３５.６０㎢で、河川は総じて短小で、平坦地は少なく起伏の多い地
形で、海岸線は各所に岬が突出し、断崖などの自然景観が美しく、市の約２０％が西
海国立公園に指定されている。入り組んだ海岸線を持っていることから湾が多く、
漁港は大小３３港にも及んでおり、日本有数の漁港数を有している。気候的には、島
の周囲が海に囲まれており、対馬暖流と季節風の影響を受けて、海洋性の温暖な気
候となっている。
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同市のWebページによると、２０１６年１０月に公表された２０１５年国勢調査確定値に
よれば、総人口は、３１,９２０人（男性：１４,８７４人／女性：１７,０４６人）、世帯数は、１２,４２１
世帯となっている１０）。また、２０１８年度の市の一般会計当初予算は、２６３億７,１００万円
である。
平戸市といえば、“歴史のまち” といってもよく、日本で最初となる海外との交
流を行い、古くから海外貿易が盛んに行われ、飛鳥時代、白鳳時代には遣隋使、遣
唐使の寄港地としても広く知られている。大航海時代には、アジアやヨーロッパな
ど大陸交流の玄関口として栄え、１６世紀にはポルトガル船が来航し、また、１７世紀
前半にはオランダやイギリスの商館が置かれるなど開かれた国際都市「西の都」と
して日本の近世、近代を切り開く礎となった。
近代にいたっては、１８７１年（明治４年）の廃藩置県後、市の各地区は市制、町村
制施行などによりさまざま変遷を重ね、１８８９年（明治２２年）に大島村、１９４０年（昭
和１５年）に生月町、１９５４年（昭和２９年）に田平町、１９５５年（昭和３０年）に１市２町
１村からなる平戸市が発足し、さらに２００５年（平成１７年）１０月１日に、歴史的にも

第Ⅲ－１－１図 平戸市の沿革

（出所）長崎県平戸市企画課『平戸市総合計画』」（２００８年度～２０１７年度）、２００８年より。
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第Ⅲ－１－１表 平戸市の代表的な地域資源一覧

（出所）第Ⅲ－１－１図の出所資料を基礎に筆者が編集したもの。

区 分 地 域 資 源
自然資源 千里ヶ浜海水浴場、西浜海水浴場、根獅子海水浴場、大バ

エ灯台、塩俵断崖、黒子島、川内峠、山頭草原、大賀断崖、
中瀬草原、大根坂棚田、志々伎山、鯛の鼻、吹上高原、平
戸つつじ、マキ、やぶ椿、海寺跡のハクモクレン、是心寺
のソテツ、板ノ浦のアコウ、半元キャンプ場、大賀キャン
プ場、城山公園

社会資源 〔施設・建物〕
平戸大橋、生月大橋、田平公園、たびら平戸口駅（日本最
西端の駅）、的山大島風力発電所（西日本最大規模）、道の
駅「生月大橋」、道の駅「昆虫の里たびら」、たびら昆虫自
然園、平戸文化センター、グリーンヒルズ、いさりびの里
（漁火館）、平戸新鮮市場、山海の四季、ふれあい友市、
水産物直売所「句鮮館」
〔食〕
川内かまぼこ、あご、平戸ひらめ、平戸牛、カスドース、
牛蒡、餅、うちわエビ、ひらどロマン（菌床しいたけ）、
鯛茶漬け
〔事業〕
渡海人まつり、津吉茶市、いきつき勇魚まつり、つばき物
産展、大島村ふるさと祭り、木ヶ津千灯篭まつり、たびら
春・夏まつり、いきつきロードレース、たびら中津草原ク
ロスカントリー、ひらどツーデーウォーク

人的資源 フランシスコ・ザビエル、三浦按針（ウィリアム・アダム
ス）、ジャックス・スペックス、リチャード・コックス、
鄭成功、弘法大師空海、栄西、山鹿素行、松浦静山、吉田
松陰、種田山頭火、黒埼義介、藤浦洸、益冨又左衛門、生
月鯨太左エ門

歴史・文化資源 平戸城、幸橋（オランダ橋）、田平天主堂、宝亀教会、聖
フランシスコ・ザビエル記念聖堂（平戸教会）、黒田原歴
史民俗資料館、大島ふるさと資料館、切支丹資料館、松浦
史料博物館、平戸観光資料館、最教寺霊宝館、平戸和蘭商
館跡、入口遺跡、黒田原遺跡、寺院と教会の見える風景、
朝鮮井戸、焼罪史跡公園、かくれキリシタン殉教地、生月
大魚藍観音、住吉神社、雄香寺
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深いつながりのある１市２町１村の合併が実現して、新しい「平戸市」が誕生した
（第Ⅲ－１－１図参照）１１）。
現在の平戸市には、市が古くから海外との交流により栄えた歴史を感じさせる史
跡が数多く存在するなど、魅力的で豊富な地域資源があり、平戸市といえば有名な
観光場所と記憶されるほどに、長崎県有数の観光地としての知名度も高い。第Ⅲ－
１－１表は、市の代表的な地域資源をまとめたものである。
また、第Ⅲ－１－２図から知れるとおり、２０１７年の平戸市の観光客数は、１７５万
５千人と前年より約４万８千人（２.８％）増加している。日帰り観光客数は１４０万８

第Ⅲ－１－２図 平戸市観光客（全体）の推移

（出所）長崎県平戸市「観光統計」（２０１７年）より。
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千人で前年より約１万８千人（１.３％）の増加となり、宿泊客数は２３万１千人で前
年より約２万人（９.３％）の増加となった。観光消費額は、９８億７千９百万円で約
３億１千６百万円（３.３％）の増加となっている。なお、平戸市では、２０１７年の日
帰り観光客数が増加した要因として、熊本地震の反動や西九州自動車道の延伸によ
り、増加したとみている１２）。

２．平戸市未来創造羅針盤－「第２次平戸市総合計画」－
２－１．平戸市未来創造羅針盤とは－その構成－
「総合計画」とは、地方自治体が策定する自治体のすべての計画の基本となり、
まちづくりの最上位に位置づけられる計画である。地方自治体の行政運営の総合的
な指針となる計画として、日本のすべての都道府県や市町村が策定している。総合
計画は、一般的に、計画の基本部分（基本的な施策の大綱を示す部分）となる「基
本構想」、基本構想において設定した将来目標や基本的施策を実現するための手段
や方法などを体系的に明記した「基本計画」、そしてさらに、基本計画の施策に基
づいてさまざまな事業内容および具体的な実施期間を明らかにし行財政運営の指針
となる「実施計画」から成り、現在、ほとんどの地方自治体では、１０年程度の期間
を設けて策定するところが多い。
現在、長崎県の場合は、「人、産業、地域が輝く、たくましい長崎県づくり」を
基本理念とする、２０１６年度から２０２０年度までの５年間の県政運営の指針や考え方を
示した総合計画「長崎県総合計画 チャレンジ２０２０」１３）が策定され、具体的に推進さ
れている。
ちなみに、長崎県の中核市にあたる長崎市では「長崎市第四次総合計画」（計画
期間：２０１１年度～２０２０年度）１４）が策定され、その基本構想において「個性輝く世界
都市」「希望あふれる人間都市」を将来の都市像として掲げ、その実現に向けたま
ちづくりの基本姿勢を「つながりと創造で新しい長崎へ」としている。
また、県のもう一つの中核市である佐世保市では、２００８年度から「第６次佐世保
市総合計画」２）がスタートし、「ひと（市民）が中心のまちづくり」を基本にまちづ
くりの各分野ごとに政策目標を設定し、市民と行政などが協働してまちづくりを進
める内容となっており、「ひと・まち育む元気プラン」を計画の愛称としている。
すでに、佐世保市では前期基本計画（２００８年度～２０１２年度）の計画期間が終了し、
２０１３年度から後期基本計画（２０１９年度まで延長更新）が推進されている１５）。
さて、平戸市では、２００５年１０月に新しい平戸市が誕生してから、２つの総合計画
が策定されている。「第一次総合計画」は２００８年度～２０１７年度までの１０年間のまち
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づくりの指針となるもので、「ひと（HITO）響きあう 宝島 平戸」を市の将来像と
して掲げ、「ともに支えあっていく協働の精神による市民と行政が一体となったま
ちづくり」を基本理念として、市民と行政の協働による平戸市の発展と飛躍を目指
した計画となっている。また、２０１４年度に「平戸市ずっと住みたいまち創出条例」
を制定するとともに、２０１５年度には、「平戸市人口ビジョン」および「平戸市総合
戦略」を策定し、人口減少や少子高齢化に対する取り組みを進めている。
そして、今回、策定した「第二次総合計画」は２０１８年度～２０２７年度までの１０年間
のまちづくりの指針となるもので、計画の名称を「平戸市未来創造羅針盤」と名づ
け、市が描く未来像を「夢あふれる 未来のまち 平戸」とした。
第二次となる総合計画の策定にあたっては、市民や有識者ら２１人の委員からなる
「平戸市総合計画審議会」（会長：筆者）に対して、２０１６年９月に市長が諮問を行
い、約１年半にわたって基本構想や基本計画の内容などに関して幾度かの協議・審
議を重ねた。また、基本構想の策定にあたっては、素案を作成するため、審議会委
員のうち６人で構成する「基本構想起草委員会」を編成して、平戸市を取り巻く現
状や課題などについて、１人ひとりの市民を主役として、市民と行政が協働でまち
づくりに取り組む必要性を主眼に置きながら、集中的に協議を行っている。
その間、市民アンケート、市内７地区でのワールドカフェ（ワークショップ）お
よび総合計画に対するパブリックコメント（意見募集）を実施するとともに、市政
懇談会や地域協議会・地域審議会などでの説明や協議を行うなど、可能なかぎり、
平戸市民の要望や意見が十分に総合計画全体に反映できる仕組みを構築し、さまざ
まな形での意見交換などを行っている。
第Ⅲ－２－１図は、平戸市未来創造羅針盤の構成を図案化したものである。
この平戸市未来創造羅針盤は、平戸市のまちづくり全般にわたる内容となってお
り、中長期的な展望に立ち、計画的・効率的な行政運営を行うための指針を示し、
また、行政運営のみならず、市民と行政が目標を共有しともにまちづくりをすすめ
るための考え方や方針を示したものである。
図案化した上部には、基本的な指針として、まちづくりを展開していくための基
本理念や目標を示した「まちづくり未来図・設計図」（基本構想）がある。このま
ちづくり未来図・設計図の期間は、２０１８年～２０２７年までの１０年間である（総合計画
全体の期間については、第Ⅲ－２－２図を参照）。次に、まちづくり未来図・設計
図を実現するための基本的施策の方向性を体系的に明示したものが「まちづくり
デッサン」（基本計画）である。このまちづくりデッサン（前期）の期間は、２０１８
年～２０２２年までの５年間となっている。そして、最後に、まちづくりデッサンに示
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した基本的な施策を具体的に実施するための財政計画と連動した実施計画を「アク
ションプラン」として示している。このアクションプランの期間は、３年間とし毎
年見直すものとなっている。
なお、「まちづくり未来図・設計図」および「まちづくりデッサン」については、

第Ⅲ－２－１図 平戸市未来創造羅針盤の構成

（出所）長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創造羅針盤』（第２次平戸市総合計画 ２０１８
－２０２７）、２０１８年より。

第Ⅲ－２－２図 総合計画の期間

（出所）第Ⅲ－２－１図に同じ。
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定期的な事業成果・効果の点検結果をふまえた上で、その後の計画推進に問題が生
じた場合や市に大きな社会情勢の変化などが起きた場合は、計画期間内にあって
も、必要に応じて見直すこととなっている。

２－２．平戸市の未来像実現に向けての方向性と主要課題
今回の平戸市未来創造羅針盤が描く平戸市が描く未来像は、「夢あふれる 未来の
まち 平戸」である。
「夢あふれる」という言葉には、平戸市が有する “歴史”、“恵み” および “祈り”
をさらに輝かせることを通して「シビックプライド」（＝誇りや愛着）を高め、市
民すべてのさまざまな思いを実現可能とする「夢のようなまち」とする願いが込め
られている。また、「未来のまち」という言葉には、他のどの地域にはない “平戸
らしさ” を磨きあげ、市民すべてが明るく元気に活躍する未来を描くことができる
とする願いが込められている。
さて、この平戸市が描く未来像の実現に向けて、平戸市未来創造羅針盤では、以
下の３つの方向性と今後取り組むべき５つの主要課題を提示している１６）。
まず、具体的なまちづくりを目指す３つの方向性として掲げているのは、「みん
なで手を取り合うまち」、「にぎわいをつくりだすまち」および「誇りをもてるま
ち」である。
一般的に、日本の地方都市は、少子高齢化をはじめ、市民の価値観や生活スタイ
ルの多様化、核家族化、地方圏から大都市圏への人口移動などによる地域の過疎化
などで、従来みられた地域コミュニティの機能が弱体化し、市民相互の連帯感が希
薄化するといった問題が続いており、この点においては平戸市とて例外ではない。
そこで、具体的なまちづくりにおいては、「みんなで手を取り合うまち」づくりを
目指すことは是非とも求められる事柄である。
また、平戸市は日本で最初となる海外との交流を行い、古くから海外貿易が盛ん
に行われ、国際都市「西の都」として日本の近世、近代を切り開く礎となったまち
だけに、華やかでにぎわいのあるまちであったと想像できるが、時代の変遷・変化
とともに、従来の平戸市の輝きとにぎわいが失われつつある状況にあるといえる。
そこで、市民が一体となって平戸市の新たな輝きとにぎわいを創造する、すなわち、
「にぎわいをつくりだすまち」づくりを目指す必要がある。
そしてさらには、まちの主役はあくまでも市民一人ひとりである。したがって、
まちづくりを目指すうえで、市民みずからが、いつまでも「ここに住み続けたい」、
たとえいったん地元を離れても「また帰ってきたい」と思えるような、自分のまち
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に対する “愛着” や “誇り”、すなわち、“シビック・プライド” をはぐくむことが
重要である。市民みずからも、誇りを持てもまちに生まれ住むことは幸せである。
このことからも、「誇りをもてるまち」づくりが必要であり重要であるといえよう。
つぎに、今後取り組むべき５つの主要課題としては、「未来の羅針盤となる人を
つくる」、「まちの灯台を灯す絆を紡ぐ」、「魅力を描いた帆をあげる」、「強く漕ぎだ
す産業をつくる」および「自ら経営の舵を切る」を挙げている。
“まち” は、人がいてこそのまちである。どんなに、モノ、金および情報が存在

第Ⅲ－２－３図 平戸市の人口の推移と将来推計

（出所）長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市総合戦略』（２０１５年度～２０１９年度）、２０１６年より。
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していても、まちの主役である人が存在していなければ、まちは消滅してしまう。
平戸市の総人口は、２０１０年に３４,９０５人であった。しかし、国立社会保障・人口問題
研究所の人口推計方法を用いた推計によると、平戸市の総人口は２０４０年には２０,０００
人を割り込み、２０６０年には１１,４５７人まで減少すると予測されている（第Ⅲ－２－３
図参照）１７）。かくして、市民こそが平戸の「宝」であるとする以上は、平戸市に生
きてまちを築いていく人の育成を進めていく必要があり、主要課題の第一としての
「未来の羅針盤となる人をつくる」という点は重要である。
第二に「まちの灯台を灯す絆を紡ぐ」ということであるが、平戸市の地域コミュ
ニティは、子どもや高齢者などの見守り、助け合いなどの相互扶助、伝統文化の維
持などさまざまな機能を担ってきたが、既述したように、平戸市もまた少子高齢化
や人口減少、あるいはまた価値観や生活スタイルの多様化などにより、従来の地域
コミュニティのあり方が変化しつつある。したがって、市民が相互の絆を深め、人
口流出の抑制、子育て支援、産業の振興などの重要な役割を担っている地域コミュ
ニティに関心をもち、市民がその絆を大切にした地域の活性化につなげることが必
要である。
第三に、平戸市は美しく豊かな自然に囲まれ、また海外交流などを示す数々の歴
史的遺跡をはじめ、他の地域にはない多くの文化的遺産がある。まさしく、魅力あ
ふれるまちであることから、豊かな自然環境を保全しながら１８）、今後は平戸市が持
つ自然や文化財などの地域資源を最大限に活用し、魅力と価値を高め、情報発信す
るとともに、観光を強い産業に育成し多くの観光客が集う交流とにぎわいの拠点づ
くりに取り組むという意味で、「魅力を描いた帆をあげる」という取り組みが必要
である。
第四に「強く漕ぎだす産業をつくる」という取り組みであるが、今後とも、継続
して平戸市内において新たな仕事を生み出すための企業誘致、創業支援および市内
企業などの振興に取り組み、雇用創出につなげる必要がある。
そして第五に、日本では地方分権が加速し、地域の独自性と個性が際立つ時代に
あって、平戸市も限られた財源と人材を有効に活用しながら、市民の自主性を活か
すとともに、市民と行政の協働と創意工夫による特色をもった地域経営を進めてい
く必要がある。その意味でも、「自ら経営の舵を切る」という取り組みが求められ
るのである。

２－３．まちづくりの未来像実現に向けたプロジェクト
平戸市未来創造羅針盤では、未来像の実現に向け、重点プロジェクトとして「シ
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「シン・平戸創生プロジェクト」

【シン（伸）平戸】 【シン（進）平戸】 【シン（新）平戸】

ン・平戸創生プロジェクト」を設定するとともに、今後、平戸市の市民と行政が一
体となり強い覚悟で取り組むべき共通プロジェクトと６つの基本プロジェクトを中
心にした「まちづくりプロジェクト」が示されている。そして、もう一つの大きな
プロジェクトとして「地域プロジェクト」がある。平戸市内には、それぞれの特色
をもつ「平戸北部地区」、「平戸中部地区」、「平戸南部地区」、「生月地区」、「田平地
区」、「大島地区」および「度島（たくしま）地区」に区分できる地域があり、各地
域の独自性や優位性を活かしつつ１０年後も生き生きとした地域であるための取り組
みが掲げられている。
ただし、ここでは、紙幅の関係から、重点プロジェクトである「シン・平戸創生
プロジェクト」と「まちづくりプロジェクト」とについて簡潔に紹介してみたい１９）。
まず、重点プロジェクト「シン・平戸創生プロジェクト」については、以下のと
おりの内容となっている（第Ⅲ－２－４図参照）。
⑴ 未来を担う人材創出プロジェクト〔シン（伸）平戸〕
人口減少が進む中における産業人材確保のため、大学や専門学校などの高等教
育機関の誘致とともに、未来の平戸市を担う産業人材の育成を強化し、地域産業
が活気にあふれ持続的に発展していくための取り組みを進める。

第Ⅲ－２－４図 重点プロジェクト「シン・平戸創生プロジェクト」

（出所）長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創造羅針盤』（第２次平戸市総合計画 ２０１８
－２０２７）、２０１８年を基に筆者が作図したもの。
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⑵ もうける農林水産プロジェクト〔シン（進）平戸〕
農林業において、農業の法人化や協業化の推進とともに、ＩＣＴなどの情報通
信技術を活用した省力化を推進する。また、水産業においても、資源管理型漁業
の推進や戦略的流通販売体制の構築に取り組む。
⑶ 平戸観光地力向上プロジェクト〔シン（新）平戸〕
これまで国内外からの観光客を迎えてきた平戸市において、観光業は重要な基
幹産業のひとつであり、観光業の浮揚は今後の平戸市の発展に欠かせないことか

第Ⅲ－２－５図 まちづくりプロジェクト
―共通プロジェクト・６つの基本プロジェクト―

（出所）長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創造羅針盤』（第２次平戸市総合計画２０１８
－２０２７）、２０１８年より。
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ら、多くの観光客でにぎわうまちを目指した取り組みを行う。
つぎに、第Ⅲ－２－５図は、「まちづくりプロジェクト」を体系化した図である。
まず、共通プロジェクトを「きずなをつなぐプロジェクト」とし、市民と行政の
協働によるまちづくりとずっと住み続けたい平戸市の創出への重点的な取り組みの
内容として、①市民と地域、行政の連携による持続可能な集落形成の推進、②地域
活動の担い手づくりや場づくりの推進、および、③地域づくりを担うコミュニティ
活動への支援を挙げている。
基本プロジェクトとしては、６つのプロジェクトが考えられており、それぞれ、
以下の通りとなっている。
⑴ 基本プロジェクト１―――「しごとをひろげるプロジェクト」
地域の特色を活かした産業振興による経済の活性化を目指して、大きく、①
たくましく元気な産業の振興、②魅力ある仕事の創造、を基本方向としてい
る。

⑵ 基本プロジェクト２―――「ひとをそだてるプロジェクト」
こどもを安心して産み育て生涯を通して学べる環境の充実を目指して、大き
く、①健やかに成長する子育て環境の整備、②生涯にわたる学習による人づ
くり、を基本方向としている。

⑶ 基本プロジェクト３―――「くらしをまもるプロジェクト」
生きがいを感じ安心していきいきと暮らせる地域の形成を目指して、大き
く、①笑顔輝く健康生活の実現、②安心安全な医療体制の充実、③みんなが
活躍できる福祉の充実、を基本方向としている。

⑷ 基本プロジェクト４―――「まちをつくるプロジェクト」
まちの活気をつくる定住・移住の促進と安心できる生活空間の確保を目指し
て、大きく、①住みたい住み続けたいまちづくり、②未来へつなぐ自然環境、
を基本方向としている。

⑸ 基本プロジェクト５―――「宝を見せるプロジェクト」
観光平戸の再生とシティプロモーションによる交流人口の拡大を目指して、
大きく、①キラリ輝く観光地平戸、②後世に伝える平戸の宝、③シティプロ
モーション戦略の推進、を基本方向としている。

⑹ 基本プロジェクト６―――「ちからをつけるプロジェクト」
効果的・戦略的な行政経営の推進を目指して、大きく、将来を見据えた行財
政運営を基本方向とし、①持続可能な自治体を経営する、②安定した健全財
政を推進する、を基本施策としている。
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以上に挙げた重点プロジェクト「シン・平戸創生プロジェクト」や「まちづくり
プロジェクト」、そしてここでは紹介できなかった「地域プロジェクト」は、平戸
市の未来像を実現するために、強い覚悟のもと、市民と行政が一体となって取り組
む重要なプロジェクトであり、平戸市の未来を創造する具体的な取り組みであるこ
とから、これからの展開が注視されるところである。

Ⅳ．結びに代えて―いまを〈生きる〉ということ―

小稿では、長崎県の地方都市のひとつであり、長崎県内の有名な観光地としても
知られる平戸市の「平戸市未来創造羅針盤」（第２次平戸市総合計画）を中心に取
り上げ、平戸市がどのようなまちづくりを計画し展開しようとしているのか、その
主要な内容について簡潔に整理してみた。
「序言」でも述べた通り、今回、筆者が「平戸市総合計画審議会」の会長として
総合計画の策定にたずさわったが、その間、実際に幾度か市のほうに出向き、平戸
市における市民の地域生活の実情、また市民のまちの将来への気持ちや考えなどを
リサーチでき、さらに、まちづくりへの強い思いに触れることができた。
既述したように、今回の平戸市未来創造羅針盤が描く未来像は、「夢あふれる 未

来のまち 平戸」であるが、すでに総合計画の完成とともに審議会は解消している
ものの、筆者としては、未来像として掲げた「夢あふれる」「未来のまち」を目指
す平戸市のまちづくりに注目していきたいと考えている。
最後に、現代の〈いま〉を生きている筆者が、常日頃心に描いていることについ
て記し、小稿の結びに代えることとしたい。
既述のように、現代の日本人の平均寿命は世界トップレベルにあり、今後の生活
環境の改善や医療・看護技術の一層の進歩によって、いま以上に平均寿命が延び
て、多くの人間が１００歳を迎える時代が実現する可能性も否定できない１）。
近年、よく耳にする言葉として、「人は、まわりが笑うなかで泣きながら生まれ
る。人生の終わりには、まわりが泣くなかで笑いながら死ねるように生きていくこ
とが大切」、あるいはまた、「生まれる時は、自分では何もできずに人の手を借りる
ばかりだが、死ぬ時はみずから死に方を選ぶことができる」という、いわゆる “名
言” があるが、そうであるなら、なおさら、人間はどう生きるべきか、どのように
死ぬべきかということに、真剣に向き合う必要がある。
スイスの精神科医であったポール・トゥルニエ（Tournier,P.）氏は、その著書『人

生の四季』の中で、「人間の生涯は絶え間ない発展の途上にあること、そして人生
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には誰もがかならず経なければならないさまざまな時期」２０）があると記している
が、それぞれの人生の過ごし方は違っているとしても、一人ひとりの人間の一生に
は、その当事者にしかわからない、いくつもの変化があり、立ち止まりや成長・発
展がこの地上を終える瞬間まで続くものかもしれない。そして、人間としての大き
な魅力は、その時々のいろいろな課題や問題などとしっかり向き合うことによって
豊かに醸し出されるのかもしれないのである。
筆者は、私たち一人ひとりは、この世での〈いのち〉の時間は異なるとはいえ、
誰もが生きている、生かされている大切な意味や意義があり、その個人にだけ与え
られた特別な役割や使命があると考えている。
このような考えに立てば、実際的に日常生活を過ごしている地域社会は異なると
しても、高価で、何ものにも代えがたい一人ひとりの人間が、置かれた場において
誠実にその役割や使命を果たすまでは、さまざまな苦難や困難があったとしても生
き続け、年齢を重ねるごとに、その時その時の自分を引き受けて、人生を積極的で、
前向きに、そして毎日を丁寧に、大事にしがら歩む、ということがとても大切では
ないだろうか、と考えるのである。

〔注〕

１）村上則夫「地域社会の再創造のあり方に関する一考察―まちづくりへの取り組みとその方向
性を巡る思索―」長崎県立大学佐世保校学術研究会編『長崎県立大学論集（経営学部・地域
創造学部）』、第５０巻第４号、長崎県立大学佐世保校学術研究会、平成２９年、１２０頁および１２２
頁。

２）長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創造羅針盤』（第２次平戸市総合計画 ２０１８－
２０２７）、２０１８年。なお、小稿の執筆にあたっては、必要に応じて、『平戸市未来創造羅針盤』
（第２次平戸市総合計画 ２０１８－２０２７）の概要版、あるいはまた、平戸市のホームページ（http:
//www.city.hirado.nagasaki.jp/）を参照している。

３）厚生労働省「平成２９年簡易生命表の概況」
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life１７/index.htmlより。

４）公益財団法人長寿科学振興財団「健康長寿ネット」
http://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/tyojyu-shakai/nagaiki.htmlより。

５）メツトライフ生命保険株式会社の調査（調査は、全国の２０歳～７９歳の男女１４,１００人を対象に、
２０１８年６月に実施）によれば、長生き志向について、「あまりしたくない」（２８.９％）を含め、
「長生きしたくない」と答えた割合は全体の４１.２％で、世代別では６０歳～７０歳代（３８.０％）
が最も少なく、５０歳代が４７.７％で最多の割合となっている。また、“何歳まで生きたいか”と
の問いに対しては、２０歳代の男性は７８.１歳で、女性の方は７６.９歳と回答しており、世代別で
も２０歳代の男女が最も低く、いわゆる「希望寿命」が男女ともに２０１７年の実際の平均寿命を
下回る回答となっている。さらに、“老後に不安を感じる”人の割合は、８１.１％で、世代別で
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は４０歳代の８７.６％が最も高く、６０歳～７０歳代の７３.６%が最低だとする結果が出ている。むろ
ん、この大手生保の調査結果から、すべてを推し量ることは無謀であるが、日本人にとって、
必ずしも、「長寿」＝「幸福」という図式が単純に成り立つとは言い難いのが現状であると
いえる。

６）内閣府「国民生活に関する世論調査（２０１８年度）」
http://www.survey.gov-online.go.jp/index-ko.htmlより。

７）筆者の著作の中に、地域社会の発展については、人間の幸福や人間の尊厳といった視点も含
めながら進めるべきことを説いたものがある。たとえば、村上則夫『地域社会システムと情
報メディア〔三訂版〕』、税務経理協会、２００５年、および、村上則夫『社会情報入門―生きる
力としての情報を考える―』、税務経理協会、２００９年など。

８）最近、筆者の著した小稿のなかに、人間の〈誕生〉から〈死〉までの一生を自然界の「四季」
（four seasons）にたとえて、人生の四季折々の意味、そして折々の季節において直面する
課題や大切にすべき事柄などについて散策をするかのごとく思索しているものがある。興味
のある方は次を参照されたい。村上則夫「人生の四季に関する散策的思考―人生の春夏秋冬
を生きる―」実践経営学会関西支部会編『関西実践経営』（実践経営学会関西支部会誌）、第
５６号、実践経営学会関西支部会、２０１８年、３３－４４頁。

９）このような地域課題については、著者の著した次の小稿で取り扱っているので参照された
い。村上則夫「地域社会の再創造のあり方をめぐる思索―心豊かなまちづくりの考え方とそ
の方向性―」実践経営学会関西支部会編『関西実践経営』（実践経営学会関西支部会誌）、第
５１号、実践経営学会関西支部会、２０１６年、２３－３４頁、および、村上則夫「地域社会の再創造
のあり方に関する一考察 ―まちづくりへの取り組みとその方向性を巡る思索―」長崎県立
大学佐世保校学術研究会編『長崎県立大学論集（経営学部・地域創造学部）』、第５０巻第４号、
長崎県立大学佐世保校学術研究会、２０１７年、１１９－１４１頁。

１０）長崎県平戸市「行政統計」の統計データ
http://www.city.hirado.nagasaki.jp/kurashi/gyosei/toukei/koku０１.htmlより。

１１）長崎県平戸市企画課『平戸市総合計画』（２００８年度～２０１７年度）、２００８年より。
１２）長崎県平戸市「観光統計」（２０１７年）

http://www.city.hirado.nagasaki.jp/kurashi/gyosei/toukei/kanko/index.htmlより。
なお、２０１８年に長崎県と熊本県に点在する１２の資産をまとめた「長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産」がユネスコの世界文化遺産に登録されている。この「長崎と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産」構成資産のなかに、平戸市の「平戸の聖地と集落〔春日集落と安満
岳〕」および「平戸の聖地と集落〔中江ノ島〕」がある。『日本経済新聞』（２０１８年９月８日付、
朝刊）によると、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が登録されてから、長崎県
と熊本県の各構成資産がある地域への２０１８年７～８月の来場者は前年同期比１.５倍に増える
など着実に登録効果があらわれているという。そのなかで、最も伸び率が大きかったのは平
戸市の「平戸の聖地と集落」で、前年の観光客は３０６人だったのに対して、登録決定後は３,３３０
人と訪問客は１０倍以上に急増しているという。

１３）長崎県の『長崎県総合計画 チャレンジ２０２０』に関しては下記のWebサイトを参照されたい。
https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kenseijoho/kennokeikaku-project/sougou_plan_challenge２０２０/

１４）長崎県長崎市の『長崎市第四次総合計画』に関しては下記のWebサイトを参照されたい。
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http://www.city.nagasaki.lg.jp/syokai/７３００００/７３１０００/p０００２９７.html
１５）長崎県佐世保市の『第６次佐世保市総合計画』に関する情報については下記のWebサイトを

参照されたい。
http://www.city.sasebo.lg.jp/kikaku/zenki-suishin.html

１６）具体的なまちづくりを目指す３つの方向性と今後取り組むべき５つの主要課題については、
長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創造羅針盤』（第２次平戸市総合計画 ２０１８－
２０２７）、２０１８年の第１編第１部第２章および第１部第４章を参照されたい。

１７）詳細については、長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市総合戦略』（２０１５年度～２０１９年度）、
２０１６年を参照されたい。なお、第Ⅲ－２－３図内の年少人口は１５歳未満人口のこと、生産年
齢人口は１５歳以上６５歳未満人口のこと、そして老年人口は６５歳以上人口のことである。

１８）平戸市は、２０１４年９月に全国初の「CO２排出ゼロ都市宣言」を行っている。
１９）「シン・平戸創生プロジェクト」については長崎県平戸市財務部企画財政課『平戸市未来創

造羅針盤』（第２次平戸市総合計画 ２０１８－２０２７）の６６－７１頁、また、「まちづくりプロジェ
クト」については、同『羅針盤』の第２編を参照されたい。

２０）Tournier,P.,Die Jahreszeiten unsres Lebens:Entfaltung und Erfullung : Furche-Verlag Hamburg,

１９６７（三浦安子訳『人生の四季―発展と成熟―』、日本キリスト教団出版局、２００７年、３３頁）．
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https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/kenseijoho/kennokeikaku-project/sougou_plan_challenge２０２０/
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http://www.city.nagasaki.lg.jp/syokai/７３００００/７３１０００/p０００２９７.html

長崎県平戸市「観光統計」（２０１７年）
http://www.city.hirado.nagasaki.jp/kurashi/gyosei/toukei/kanko/index.html

長崎県平戸市「行政統計」の統計データ
http://www.city.hirado.nagasaki.jp/kurashi/gyosei/toukei/koku０１.html

内閣府「国民生活に関する世論調査（２０１８年度）」
http://www.survey.gov-online.go.jp/index-ko.html

平戸市ホームページ
http://www.city.hirado.nagasaki.jp/
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